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 山武中学校の第３回学校運営協議会を２月１8日（火）に実施しました。今年度の学校評価アンケート

の結果や本協議会の今後の活動、山武中学校の次年度の経営の方向性などについて話し合われまし

たので、報告いたします。 

第３回学校運営協議会 開催 （概要紹介） 

【報告】 学校から  ～現在の生徒の取り組みについて～ 

   ・英語検定 3級取得を増やす ・部活動地域移行は市教委と連携 

・卒業後の進路希望状況    ・いじめの状況（重大事案はない） 

・長欠について：職員のきめ細かな声かけ、外部関係機関との連携（全欠解消のための支援） 

・働き方改革：5時間授業の推奨で先生方の時間の確保。部活動は土日いずれかは休み。 

・今後の予定について                       

【議事】 

（１）学校評価について （学校から） 

・生 徒アンケート：〇向上項目⇒意欲的な授業への取組み・あいさつ・読書・セクハラ担当の周知 

△下降項目⇒なし 

・保護者アンケート：〇向上項目⇒子どもの家庭学習の継続・学校による環境整備 

△下降項目⇒健康、安全・約束を守り規則正しい生活・生徒、保護者の相談対 

応・学校による家庭、地域とのつながりを大切にする活動 

・教職員アンケート：〇向上項目⇒業務改善を意識した取り組み 

△下降項目⇒わかりやすい授業・生徒の学校生活に対する満足度・生徒理解 

と公平な評価・生徒の個性を理解した指導 

～意見交換から 抜粋～ 

・危険個所の再確認と安全意識について ・読書の評価上昇はよい。 

・評価が下がっている項目は、よりよくという意識の高まりからと考えられる。 

・保護者の子どもへのかかわり方が知りたい。                 

（２）学校運営協議会について（成果と課題から） 

   ・建設的な意見をいただき改善のための話合い（熟議）ができた。 

・課題は、外部機関との継続的な連携、コーディネーターが必要 

・次年度重点・・特色ある学校作りの熟議、委員の方へ参観の機会を増やす。 

＊地域学校協働活動は、小中の連携が必要。地域の方への情報発信の方法を工夫する。 

（３）次年度学校運営の方向性について 

・次年度の運営の方向性を校長から説明 ＝承認＝ 

・本協議会での意見を生かし、反映させる。 

（４）その他 特色ある学校づくりについて（校長から） 

・５時間授業の推進  ・わかりやすい評価 

・行事の平日開催   ・部活動の地域移行  

・キャリア教育推進：確かな学力の根底に在るものとして   

■その他■ 

・委員の継続について ・新年度会議予定について 

R6年度の協議により、現状の課題や解決のための方向性が確認されてきました。本協議会の役割で

ある学校運営の方針等を共有し、課題について様々な立場から意見をいただき、熟議により、運営に生

かすことができていると感じます。今後も、地域と学校でともに考えていく協議会として、協議が熟していく

ことを期待しています。今年度、委員の皆様ありがとうございました。尚、傍聴を希望される方は、学校又

は教育委員会事務局（0475₋80₋1456）へご連絡ください。（事務局より） 
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